
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

小田地区 

地域づくり計画書 

みんな一緒に 

元気に楽しく 

「ODA‘ｓもっ子」 
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1. 地域づくり計画策定の背景 

2. 策定委員会の編成 

3. 策定委員会活動及び部会会議経過 

 

1. 位置と自然条件 

2. 沿革 

3. 人口・世帯数 

4. 地区の現状 

 

1. 地域づくりアンケート調査結果 

2. アンケートから見る地域の現状と取り組むべき課題 

3. 課題解決への具体的な活動内容検討 

 

1. 目標・スローガン 

2. 計画期間 

3. 具体的な活動内容（アイディア） 

4. 今後の推進体制 

 

＜参考資料＞ 

策定委員会体制及び委員名簿 
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地域の現在の課題の解決や、将来起こることに対し、すべて行政が対

応することは困難であり、地域の資源や人材を有効に活用して、地域住

民が主体となって地域の暮らしを支える活動に取り組むことが求めら

れています。 

は、まちづくりの基本的視点及び基本理念を踏まえ、

住民の結びつきを深め、安心して暮らせる住みよい地域の実現を目指し、

です。 
 

角田市では、市民と行政が対等の立場で、お互いに補い合いながら、

それぞれの役割を果たし、豊かな地域を創り上げることを基本理念とし

た を推進しています。 

市民と行政が対等な関係でまちづくりを行うために、平成 20 年に「地

区振興協議会」が設立され、各地区独自の活動が現在推進されています。

そして地域づくりのための地区計画が平成 22 年に小田地区でも策定さ

れました。 

近年、地域を取り巻く環境は大きく変化しており、住民ニーズや地域

課題は多様化・複雑化しています。そのため、協働の重要性が高まって

います。角田市では令和４年４月から第６次長期総合計画がスタートし、

「市民力」「地域共生」「地域資源フル活用」をまちづくりの基本理念と

して重点的に取り組むこととなりました。それに伴い、小田地区も次の

10 年に向けて地域づくり計画の見直しが必要となりました。 

地区計画の見直しにあたり、一番大事にしたことは、女性や若者等を

含めた多様な主体による話し合いが必要であり、策定委員の方だけが負

担を感じない進め方を行い、やらされ感や偏りが無く、楽しみながら話

し合いが出来る環境をつくり、皆さんが納得出来る「地域づくり計画」

を目指したいと考えました。 
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地域づくり計画を策定するにあたり、小田地区振興協議会役員及び正

副専門部会長で構成される委員 14 名による地区計画策定委員会を設置

し、話し合いを進めてきました。 

また、課題に対する具体的な活動計画を検討するために、小田地区振

興協議会専門部会員（農業振興部会、生活安全部会、教育福祉部会）を

中心とする 41 名の方々による課題対策検討会議（専門部会会議）を行

いました。 

 

 
 

 

 

 

活動月 項目 詳細 

令和５年７月 グループワークによる振り返

りと今後の進め方を協議 

令和６年２月 アンケート調査内容の検討と

今後の進め方を協議 

２月 アンケートを全戸配布 

3 月回収完了、５月集計完了 

５月 振興協議会総会にて公表後、

全戸に配布 

６月 アンケート結果を基に地域の

現状と課題を整理 

１２月 地区の現状と課題を基に地域

の目標と将来イメージを設定 

令和７年２月 振興協議会各部会で課題に対

する具体的活動計画を立案 

５月 課題対策検討会議 

地域づくり計画書（案）の 

検討 

５月 振興協議会総会にて報告、 

承認 
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小田地区は、角田市西南部に位置し、丸森町が隣接する地域で、東

西には地域を横断する小田川が流

れ、下流域に田園風景が広がる、

農村地域です。 

また、西にはウラジロガシ遺伝

資源希少個体群保護林としても有

名な、市内の観光地斗蔵山を望む

自然豊かな地域です。 

※参考リンク先（宮城県 HP 環境保全地域） 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sizenhogo/tokurayama.html 

 

明治 22 年（1889 年）：町村制施行にともない、舘山村・木沼村・松掛

村・山田村・小田村の計 5 か村が合併して舘

矢間村が発足。 

昭和 3 年（1928 年）：旧小田村域を角田町へ移管。 

昭和 29 年（1954 年）：伊具郡枝野村・北郷村・桜村・西根村・東根

村・藤尾村が新設合併し、改めて角田町が発足。 

昭和 33 年（1958 年）：市制施行し、角田市となる。 
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全国的な少子高齢化は、小田地区も例外ではなく、令和７年３月末現

在の高齢化率は 49.1％です。また、平成 12 年頃より急激な人口減少局

面に向かっており、地区内の人口は市内で最も少ない 562 人で、地域

コミュニティ活動の推進を図る上でも課題が多いのが現状です。 

また、2011 年 4 月に小田小学校が角田小学校と統合になり、以前行

われていた学校を中心としたコミュニティづくり（世代間交流等）事業

も減少し、地域運営の変革も求められています。 
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対 象 者：小田地区在住の中学生以上の全地区民 
配布時期：令和 6 年 2 月 

配布部数：547 件 

回収部数：447 件（回収率 81.7％） 

※回答者の約４割が 70 代以上であり、若年世代の

考えが反映されにくい状況と判断し、質問の内容

により、年代別集計結果を合わせて提示する事と

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小田地区の人口構成とほぼ同じで、70 代以上の方の回答数が多い

（全体の 38.7％） 
 

↑小田地区の 

全アンケート結果は

QR コードから 

ご確認下さい 

 

年代構成 

 

10代

21 人

20代

17 人30代

29 人

40代

59 人
50代

54 人

60代

83 人

70代

132 人

80代以上

41 人

無回答

11 人



- 6 - 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74

195

116

41

暮
ら
し
や
す
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
暮
ら
し
や
す
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
暮
ら
し
づ
ら
い

暮
ら
し
づ
ら
い

9.5%

11.8%

10.3%

19.0%

15.4%

8.5%
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2.6%
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29.4%

27.6%

24.1%

28.8%

25.6%

29.4%

7.9%

23.8%

41.2%

31.0%

50.0%

48.1%

45.1%

49.2%

55.3%

9.5%

17.6%

31.0%

6.9%

7.7%

20.7%

15.9%

34.2%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

暮らしやすい どちらかといえば暮らしやすい

どちらかといえば暮らしづらい 暮らしづらい

暮らしやすさ 

約 63％の方が「暮らしやすい」「どちらかと言えば暮しやすい」と
の回答だったが、年代別に見ると 10 代が暮らしづらいと感じている
割合が多かった。 

＜年代別集計＞ 

暮らしづらいと回答した理由として、生活での不便を上げる人が多
く、暮らしやすいと回答した人の中にも、買い物や交通が不便と回答
する人がみられた。 

＜単純集計＞ 

暮らしやすさ、暮らしにくさの理由 

28
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職場（学校）までが近い

自然環境が良い

子育て環境が良い

治安が良い

近所付合いがしやすい

住み慣れた地域である

災害が少ない

地域の行事や役など負担

買い物や日常生活が不便

公共交通が不便

職場（学校）までが遠い

病院が遠い

子育て環境が悪い

災害の恐れがある

地域のしきたりや風習

近所付合いがしにくい

その他

暮らしづらい・ 
どちらかといえば
暮らしづらい 

暮らしやすい・ 
どちらかといえば

暮らしやすい 
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47

239

76

175

100

39

74

50

8

高齢者の見守り

介護予防講座の開催

送迎や買い物代行などの生活支援

高齢者の交通安全対策

災害時の支援

配食サービス

高齢者の就労機会の提供

居場所（サロン）づくり

高齢者向けイベントの充実

その他

40

67

102

52

127

40

108

80

81

161

12

振興協議会活動の充実

世代間交流のイベント

住民の親睦を深めるイベント

居場所（サロン）づくり

地域活動に気軽に参加できる雰囲気づくり

地域活動に対する情報共有

団体活動の見直しや負担軽減

地域による高齢者の支え合い

若年世代の地域活動への参加

若年世代の定住

その他

地域の絆やコミュニティを守るために重要だと思うこと 

全体では若年世代の定住が最も多く、年代別では 40 代・50 代は
「団体活動の見直しや負荷軽減」、10 代では「地域活動への雰囲気づ
くり」の回答が多かった。 

高齢者が安心して暮らすために重要だと思うこと 

全体では買い物代行などの生活支援の回答が最も多く、年代別で
は、80 代以上で「高齢者の見守り」を望む意見が多かった。また、配
食サービスが全世代で一定数の方が重要だと回答している。 
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100% 斗蔵山

小田川

景観・自然環境

地域の人柄

とくら祭り

とくら太鼓

小田の歴史や文化

特に無い

その他

206

42

128

67

111

143

30

100

2

斗蔵山

小田川

景観・自然環境

地域の人柄

とくら祭り

とくら太鼓

小田の歴史や文化

特に無い

その他

60.0%

50.0%

58.6%

61.0%

60.8%

34.7%

28.7%

12.9%

40.0%

50.0%

41.4%

39.0%

39.2%

65.3%

71.3%

87.1%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

関心がある

関心がない

225

166

関心がある 関心がない

＜年代別集計＞ 

小田地区の魅力 

＜単純集計＞ 

全体では地域活動に「関心がある」の回答が多かったが、年代別で
は 50 代以下の世代で「関心がない」と回答した割合が多かった。 

全体では「斗蔵山」の回答が多かった。年代別では、40 代以上の
世代では「斗蔵山」、10 代・20 代では「とくら太鼓」と回答した割合
が多かった 

地域活動への関心 （行政区の活動、振興協議会活動、協働作業、祭りなど） 
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地区計画策定委員会では、 をもと

に、地区の現状と地域課題の抽出を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区民共通の 

思いや考え 

アンケート結果 

 ＝ ＋ アンケートの選択肢
に無い意見 

委員会の意見 地域の現状と 
取組むべき 
課題が見える 
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課題解決への具体的な活動内容について、地区振興協議会の各部会に

おいて、話し合いを行いました。地域の取り組むべき課題に対し、部会

の活動と連動した取り組み方の検討を行いました。また、若者会議を実

施し、広い年代からの意見を取り入れました。 
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地域が目指すべきイメージ 

 

 

 

 

目標・スローガン 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年から令和 16 年までの 10 年間とし、必要に応じて見直しを行

うこととします。 

地域課題として挙げた 4 項目について、具体的な活動内容を部会ごと

にまとめました。（重複するご意見は   で示しています） 

また、地区だけでは解決が難しく、行政等の協力が必要な活動につい

ては「⑤追加テーマ」として挙げています。 

実施時期は、すぐに取り組むもの（短期：1～2 年）、一定期間で取り組

むもの（中期：3～5 年）、計画期間全体でじっくり取り組むもの（長期：

5～10 年）に分けています。 
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活動名 活動内容 
実施時期 

主体 
短期 中期 長期 

長時間で負担のかかるイベント

では無く、短時間でみんなが負

担なく楽しめるイベントの企画

を考え実行する。 

 
〇 

3～5 年 

 

教育
部会 

（生活安全部会・

農業振興部会 

同様意見あり） 

同世代の小さな集まり（サロ

ン）を各行政区などから始めて、

地域コミュニケーションの活性化

を図る。 

 
〇 

3～5 年 

 

各 
行政区 

 飲食を伴うサロンづくり等を通

して世代間の交流を図る。 

〇 
1~2 年  

 教育
部会 

活動名 活動内容 
実施時期 主体 

短期 中期 長期 

 若者のニーズ調査を行い、地域

活動に参加しやすい環境づくりを

進める。 

〇 

1~2 年 

  

協議会 

 

近くの同世代が声かけ合い、楽

しく集まれる、レクリエーション

を開催する。 

〇 

1~2 年 

  
各 

行政区 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 飲食イベントだと気軽に参加し

やすいとの考えから、農作業体験

と食育を兼ねたイベントを実施す

る。 

〇 

1~2 年 
  

農振
部会 

 

若者が参加しやすいスポーツ大

会等を企画し、気軽に参加できる

きっかけを作る。 

 
〇 

3～5 年 
 

農振
部会 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 同世代の人たちで、普段から集

まる機会を作る。 

（同級会の開催支援） 

 
〇 

3～5 年 
 協議会 
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活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 

アンケート調査などを利用し、

定例化した参加しやすいイベント

を企画する。（あぶ Q 利用など） 

 
〇 

3～5 年 
 協議会 

（農業振興部

会同様意見あり） 

季節ごとに楽しく集えるイベン

トを開催する。 
〇 

1~2 年 
  

教育 
・ 

農業 
部会 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 小田地区内外の人に呼びかけ、

夏の盆踊り大会を復活してみる。 

〇 

1~2 年 
  協議会 

 

個人の興味関心に合わせたイベ

ントを企画し、共通の趣味を持つ

もの同士が楽しめる様にする。 

   協議会 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

（教育福祉部会同

様意見あり） 

若者の意見も取り入れながら、

地区民全体が参加しやすい内容を

検討しながら、更なる充実を図

る。 

〇 

1~2 年 
  

とくら
祭り 
実行 

委員会 

（生活安全部会同

様意見あり） 

小田地区内外の人に呼びかけ、

夏の盆踊り大会を復活してみる。 
〇 

1~2 年 
  協議会 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 

とくら祭りを継続しつつ、祭り

の中でマルシェを開催する。 
〇 

1~2 年 
  協議会 
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活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 

どんな支援を必要としている

か、アンケート調査、需要調査

等を行い、対策に繋げる。 

〇 

1~2 年 
  協議会 

 アンケート調査、需要調査等を

基に、必要とする支援の有り方

を検討する。 

 
〇 

3～5 年 
 

協議会 
・ 

行政 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 

地域住民の要望を自治センター

が受け取り、応じてくれる有償ボ

ランティアを募るシステム作りを

行う。 

 
〇 

3～5 年 
 協議会 
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活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

（生活安全部会及

び農業振興部会同

様意見あり） 

他地区の中高生にも声掛けを行

い活動の幅を広げる。 

小学校の音楽発表会や中学校文

化祭等に出演を行い興味関心を高

める。 

体験会等を通じて、興味関心を

集める。 

〇 

1~2 年 

  

とくら
太鼓 

保存会 

 

地域内外の興味ある大人の参画

を推進する。 

資金面等体制の強化を図り、維

持継続してもらう。 

〇 

1~2 年 

  

協議会 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 SNS を利用した PR 活動の推進 

活動動画の角田市 HP への掲載

と会員の募集展開をする。 

〇 

1~2 年 

  とくら
太鼓 

保存会 
・ 

行政 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

（生活安全部

会及び教育福祉部

会同様意見あり） 

小田地区の子どもに限らず、大

人や他地区からも参加してもらい

楽しめる太鼓を目指す。 

 

〇 

3～5 年 

 

協議会 

 

太鼓の運搬など、地区民や行政

の応援を得られるように、検討を

進める。 

 
〇 

3～5 年 

 協議会 
・ 

行政 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 

太鼓クラブや総合的な学習の時

間を使って、太鼓に興味を持って

もらう。 

 
〇 

3～5 年 
 

協議会 
・ 

行政 
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活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 

高齢者の生活を支える事を目的

に、スクールバス・ラビットくん

の活用方法検討し、行政への提案

を行う。 

 

〇 

3～5 年 

 教育
部会 
・ 

行政 

 

小田川の河川改修及び排水機場

設置を行政に働きかけ、早期実現

に繋げる。 

  
〇 

5~10 年 

協議会 
・ 

行政 

（生活安全部会同

様意見あり） 

振興協議会を中心に話し合いを

行い行政に提案を行う。 

 

〇 

3～5 年 

 
協議会 

・ 
行政 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

（農業振興部会同

様意見あり） 

山の内地区の渇水対策として、

助成金の増額や新たな給水方法な

どを検討し行政に働きかけを行

う。 

〇 

1~2 年 

  
協議会 

・ 
行政 

活動名 活動内容 
実施時期 実施

主体 短期 中期 長期 

 

協働作業の負担を減らす。 

（農地や地域の環境保全） 

  〇 

5~10 年 

協議会 
・ 

行政 
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今回、皆さんから課題解決に向けた、29 項目もの具体的な活動内容（ア

イディア）を提示して頂きました。 

大きく下記４項目に分類できますので、次年度以降の小田地区振興協

議会の活動方針に取り入れ、協議会を中心に各種団体の協力を頂きなが

ら、小田地区の課題解決に繋げていきたいと考えております。 

 

 

尚、29 項目の具体的な活動内容（アイディア）は、毎年の会議等を通

じて、更なる検討を加えて実行を図ります。 
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◇令和５年度体制 

 委 員 長：目黒 孝 

 副委員長：小形達悟 

 委  員：鈴木邦夫、齋藤都優、大槻茂昭、柴口賢一、佐藤昌幸 

      柴崎房男、髙橋保男、日下茂夫、大槻文一、長谷川和子 

      佐藤裕貴、小丸 等 

      以上１４名で構成 

 

◇令和６年度体制 

 委 員 長：目黒 孝 

 副委員長：小形達悟 

 委  員：佐藤広之、小島恵一、大槻茂昭、柴口賢一、佐藤昌幸 

      柴崎房男、齋藤一栄、日下茂夫、窪田 篤、佐藤 護 

      佐藤裕貴、小形浩幸 

      以上１４名で構成 

 

 事 務 局：小田自治センター

委員長

副委員長

行政区長 副行政区長
協議会正副

部会長
協議会役員

東北まちラボ

(コーディネーター)
まちづくり推進課サポート体制 

委員については令和６年度

協議会委員改選に伴い変更 

（あて職にて選任） 

委員 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙、裏表紙画 鈴木欽次郎氏 
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